
投与量： ８４０ ｍｇ/ ２８ ｍＬ

投与量： ４２０ ｍｇ/ １４ ｍＬ

投与量： ｍｇあ 抜き取り量： ｍＬあ

投与量： ｍｇあ 抜き取り量： ｍＬあ

１）　生食　　５０ｍＬ １V 全開

２）　生食　　２５０ｍＬ １V

　　パージェタ　　初回８４０mg，２回目以降４２０mg

３）　生食　　２５０ｍＬ １Ｖ

 　　ハーセプチン　　　　　　　（　　　　　　  ）ｍｇ

４）　生食　　５０ｍＬ １V 全開（ルートフラッシュ）

＜ ハーセプチン、パージェタ＞

★  投与開始前に心機能に問題がないことを確認する。

★

備考

乳癌　HP療法　（ﾊｰｾﾌﾟﾁﾝ＋ﾊﾟｰｼﾞｪﾀ）

 Ｉnfusion reaction に注意！

　●　パージェタ　　　 　初回　　　　　８４０mg　  　Ｄａｙ　１

Ｄａｙ１

６０分
初回投与の忍容性が良好であれば、

2回目以降の投与時間は30分まで短縮可能

９０分
初回投与の忍容性が良好であれば、

2回目以降の投与時間は30分まで短縮可能

服薬指導

HBV感染スクリーニング   □　確認済み

【投与スケジュール】

　●　ハーセプチン　　　 初回　　　　　８ｍｇ/ｋｇ　  Ｄａｙ　１

　●　ハーセプチン　　　２回目以降　６ｍｇ/ｋｇ　  Ｄａｙ　１

ハーセプチン、パージェタは、Day１に投与。１コース ２１日

　□　術前補助　　　　□　術後補助

　□全告知　□部分告知　□未告知

  □　癌（　原発　・　再発　・　進行　）

投与開始日　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

 身長：　              ｃｍ　　　体重：　        　Kg 　看護師（　　　　　）　薬剤師（　　　　　　）

　□　抗癌剤を使用する

　●　パージェタ　　　 　２回目以降　４２０mg　  　Ｄａｙ　１

  □　依頼する

担当医/指導医

目的

告知程度

 体表面積　　　　　                             　m2

告知内容
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　□　積極的治療　　□　症状緩和
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